
紀伊水道域のマエソ属について

　　　　　　　　　　　　（E）　分布　と　マ回游弊

（1）ホシエソ84μr伽吻4・54鶴勉3（R．ichards・n）
（2）　マェソ　　εαμ㌍∫イα　≠㍑窺δ’Z（Bloch）syn。　8αμrぎイαα僻‘73’㌍01》みαπθ3（Rich．rdson）

多　　々　　良 薫

　紀伊水道域に於けるマエソ属3種の年間の分布伏況は夫々特徴的に異っている。先ずホシエソは季節によ

る移動が著るしく冬期には外域に夏期には内域に多いQマエソは量的に少く殆んど紀伊水道と徳島側外域に

限られているo然し，ミ1ツエソは季節による移動はホシエソ程顕著ではないが夏期には播磐難に，冬期には

大阪湾及び紀伊水道に多く，外域には少い。

　第一表に試験操業で漁獲された3種の一曳網毎の漁獲尾数から月別漁場別一網平均漁獲尾数を求めた。こ

の数字は相対的に各水域の月別のめua畳鋤c3を示すものとして考察する○

　第一表　一網李均漁獲尾数
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器参考文献は「ホシエソの年令について」の後に一括記載する。
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注意　○カツコ内＝分母一曳網数
　　　　　　　　分子一漁獲のあった網数
　　　○この表は第一表附表（1～7）に依って作った　　（略）

（1）　　ホシエソ　　6＠～δ冠（～α％π‘Jo89脳αm乞＄　（Richardson）

195r年9月から195盆弔ア月までの7回の試験操業で漁獲されたホシエソ中体母を，フイルム穿孔法又は

精密測定の資料から求め，それによって第r・1図に月別

位は粍数である6以下之によって分布状況を述べるo

　　第1。1図のユ　ホシエソ体長度数分布
1951－9月
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・loレ
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構

揺腰灘 大阪溜

・漁，場別体長度数分布を得たQ体長（F・L）の単

隅　　　　　偉〇　　　　二笥　』 33睾

紀伊水道

髄　　　f30　　　苗O　　　ユぢo

外域（和歌山側）

【雪D　　　　20D　　　　お0　　　　5DD

　9月：全水域に見られるが，播磨灘に最も多く・140”覗γ220〃ゐ”iのフ50年級群及び749年級群であるo大阪

湾でも同様なをド級群が獲れるが，前者に比べると少い。水道では，49年級群とン50年級群が大部分でその他に

100澗㎜に溝たない51年級及ひ25踊澗以上の’48年級以上の高羊魚が僅かに見られるo又徳島側外域では体長，

約70～80船mの，51年級群が獲れているo
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　11月：一9月に最も多獲された播磨難では殆んど獲れなくなり僅かにモードが80～go偽η轟の75嘩級群が見

られるのみである。9月に獲れた　51年級の最抵依長も60～70η㎜であったが，この位の体長で底棲の被漁

獲群に添加されるものと思われる。大阪湾でも殆んど獲れなくなり極く稀に’50年級を見た。播磨難。大

阪湾に比べると水道及び外域では相当多くなり，特に外域はこの月から3月までは豊富であるo水道のab－

undanceの増大は’51年級群の添加に依るものであるが，又’50年級群も増加しているQここでは北部及び

中部にモード100～『10瀦鵬の75『年級群が獲れ南部では主にモード「0～180～η鵬の50年級群が獲れう。又同じ

，50年級群にしても播磨難で獲れるものより大である。

　この年級群或いは同一筆級群内の体長群による漁獲場所の傾向的な相異は一般に冬期に見られ，その南に

高く北に低い体長傾斜はめu誠aace及びモードの変化と関連して，この魚種の移動，洞游の機購を解く糸口

になろうo

　徳島外域では量的に最も多く年間最大を示すが，殆んどが，50年級群であり749羊級群も相当多いと，思わ

れる。之て反し和孜当則罫或eは5〕巨吸洋は♪く，，49ド扱が多い，又，48茎級以 ヒの高暮魚も割含多い・

第1・1図の2
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’521月：この月にはl　I月の傾向がより強くなっており，播磐難では殆んど獲れず操業2網中僅かにア51年級

1尾を得たに過ぎないo大阪湾では全然獲れなかったo水道でもII月に比べると減っており，操業9網中漁1・

獲のあったのは南部の3綱に過ぎない，この3網中徳島県寄りの網ではモード約100η醐の751年級が主であ

るが，和歌山県寄りでは’51年級群は見られず’50年級及び’49年級群であったoここの’50年級群の体長

』は徳島側外域の同革級群より小さく和歌山側外械のそれに近いことが注意された○冬期に水道内で西寄りに

は低体長群が，叉東寄りには高体長群が見られる事実は，この水械の水深分布が西に浅く東に深い事と関係
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があろうo徳島外域では1『月及び3月より少く，主に’50年級で，　’51年級749年級も漁獲された。和歌山

外域には相当豊富で，その体長分布は徳島外域と異り’50年級でモードは150η㎜であり，その他’49年級或

いは’48年級等の高年群が多い点等から，、他の水域と多少異った状態を示しているo然し之が別ゐ生態群で

あると云うi証拠はないo

第1・1図の3
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　5月：この月にも播磨難，大阪湾では殆んど獲れず僅かに矧年級を見るのみで1月と同様であるo

　水道でも南部で獲れる外は見られず，殆んど51年級魚であるo之に反し外域では極めて豊富でI　l月と共に

年間の極大値を示しているo徳島側ではモード約HO肌㎜の251年級群及び750年級・749年級群が獲れてい

るが，　750年級とン49羊級の体長分布は癒合している。又和歌山側では少く，約100㎜ηの751年級から280

備mに及ぶ高年魚まで獲れているo

第1・1図の4
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外域（和歌山側）

’00 300 300

　5月＝この月もむしろ冬型の分布を示し，外域に多く内域には少い。播磨灘・大阪湾共に殆んど獲れない

が水道に近い部分では’5つ年級・’49年級魚が極く少数見られたo水道でも多獲はされないが，　751年級群

が北部及び西部で，又’50年級群が東部・南部で見られた。

　徳島外械では3月に見られたモードl　IO～120鵬η～の’51年級群及び同年級群と思われるモード140－150肌m

の群が加わっており，主群はー50年級群である。和歌山外域は曳綱は一回であったが漁獲はなかったo

第1・1図の5
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　6月＝この月からadundanceの中心は漸次内域に移動を始め，水道で最大となり播磨難でも増加して，

夏型の分布を示して来るoこの水道。播唇難に見られる’51年級・750年級及び’49年級0）中，　750年級と』

’49年級は産卵主群と目されるもので，　ン51年級群でも高体長のものは産卵群に入るものであろうo叉250

鵬禍に及ぶ高年魚も見られる。徳島外域では’51年級は少く’50年級が大部分であり，和歌山外域では量的

に少く’50年級及び’49年級が見られたo
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第1－6．1図

獅外6月
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　7月＝この月には一層夏型の分布がはっきりして来ている。先ず播磨難では多量の’51年級群（モード

3：140－150〆η㎜，9160～170’π鵬）の外に，’50年級（♀210～240’π鵜）及び250～250皿肌の高年魚も少数見ら

れるρ水道には量的に最も多くモード約【50船規の’51年級及び約190渦舵の’50年級が多いoこの月も産卵期と

考えられているが，分布状況から見ても主な産卵水域が水道及び播磨難であることが分るoこの月になると

’51年級で雌が大きぐ雄が小さい体長の差が明かとなリモードの差は10～20柵㎜に及ぶ。大阪湾では年間を通

じて一番豊富な月で，主に，51年級kモードδ140～150㎜鵬　♀150～160’7Am）の外少数の，50年級魚が見ら

れるQ水道内では西部にはモード140～160’餓の75i年級が多く，南東部になるに従い同じ’51年級群でも

モ←ドは160～180賜拠となり更にy50年級魚が多くなっているo和歌山外域では’50累級と’49年繰と思わ

れる群が多量に漁獲されるが，徳島外域では年間を通じて最も少い月となり，　’50串級及び751年級魚が僅

｝司4一



　　第1・1図の7
1◎5？“7月
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かに見られる程度であるo

以上年間を通じて見られることは洞游現象が顕著

　　，，Oρ　　’享0　　2・o　　～∫0　3σ。

事情は播磨難と犬体同様であろうが量に於いては比ぶべくもないo紀伊水道では7月とH月に去来の年間2

回abmdanceの極犬期があり，外域では一般に，冬期に多く，その徳島側では1［月・3月に極大値のあるこ

と，及び水道部のabu磁anceの変化から，徳島外域が夏秋期に内城で多量に見られた生態群の越冬水域であ

り，更に越冬水域はより遠くにも及んでいる事が考えられるo

　紀伊水道に於ける年級群及ぴ同一年級群内の体長群の交替，及び冬期のそれらの分布状況を見ると，高年

群程叉同一年令群内では高体長群程時期的には早く又地理的には遠く，外威の越冬水域を求める傾向にある

ことが認められるo　I　l月乃至3月に水道に残る’51年級群は徳島外城で見られる同一年級群より体長が小さ

い点，即ち冬期の越冬水域に姶いて南に高く北に低い体長傾斜或いは年令傾斜も上記によって説明されよ

うo

なことであるo冬春期には外域にそして夏秋期には

紀伊水道・大阪湾・播磨灘の内域に入り込むことは

明かで，播磨灘ではその出現と消失が最もはっきり

してお吻，夏秋期の量は極めて大きい・大阪湾でも

（2）　マ　エ　ソ

　この魚種は麦那東海黄海の底曳漁場では最も多獲されそのマエソ属中殆んど90％近い量を示すのである

が，滑岸部では少く瀬戸内海では稀で試験操業中漁獲されたマエソ属の中で1・4％を占めたに過ぎなかっ

たo春から夏にかけては極く稀で，9月川月に多く，出現水域も主に紀僕水道と外域に限られて吟るo

（以下第一表及ぴ2・1図参照）
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第2・1図　マエソ体長度数分布
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9鮎一一一一一
751g月：水道ではラザ14・一15・㎜吻・騨級と騨れるもの鮭で，．鶴蠣では6・一1・・漉の’51年

級と思われる群が見られ，’49年級と思われる約200肌窺のものは水道で少数璋れているo

播磨灘・大阪湾でも’50年級と見られる約150鵬㎜の群が僅かに獲れたo
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　11月：この魚種としては年聞で最も多獲された時期で，水道及び外域では毎網漁獲されたo水道ではモー

ド150－r60肌mで，50年級，モード200～2rO碗恥で749年級と，思われる群及び100瀦船前後の751年級と、思われ

る群が獲れているo

　徳島外械では約100船耽にモードを有する51年級以外は極く稀で，和歌山外域でも250柵m前後のものを数尾

得たに過ぎないo

’521月：水道の南東部で一網に約r60尾の漁獲があった以外は極く稀であった。水道で獲れた群は約『50－

200mmの，50年級と，思われる群であり，徳島外城では3r恥鵬の高年魚が，叉和歌山外城でも305η嘔m　l尾の外

約250肌四のものが2尾獲れている0

　5月・5月：徳島外域と之に近い水道で漁獲され，Ioo漉瀦前後の　’51年級，150～200恥㎜の　750年級と、愚

われるもの及び250m㎜に近いものが極く少数見られたo

　．6月：水道と徳島外域で【50㎜㎜前後の’5［年級と思われるものが獲れた以外は極く稀であ？た。

、7月：水道では徳島寄りの一部を除けば，少数ではあるが毎網艘れた，この体長はlqo－150肌mで　’51年

級と，思われるo外域でも稀であるが徳島側で190～230舵禍の3尾を得たQ

　　年聞を運じて見れば，播磨難・大阪湾では殆んど漁獲されず，水道と外域で獲れるが主に0才から2才

までで，より高年魚は慾々少い。この魚種の産卵期は6。7月とされているが，その期聞にもこの水域では

産卵に近いと，思われる個体を全く見なかったoこの魚種が量的には少いが他から独立したフopulatioaセある

か，或いは隣接する水域の群と関係璽あるものかどうか獄全く分らないし・洞游についても分らないo
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a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．
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　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
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